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Fig. 1. Swollen penis with four metallic washers.
Erosion with infection on the penile skin was
found.
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We report here a case of strangulation of the penis. A 69-year-old male visited our hospital suffering
from a swollen penis and dysuria after installation of four metallic washers to the penis. He had
mischievously put them on his penis four days before and subsequently was unable to remove them. We
found erosion on the surface of the penis, reduction in blood ﬂow by ultrasonography, and high C-reactive
protein levels. Because we could not remove washers by blood removal from glans penis or ring cutter, we
performed percutaneous cystostomy and then cut the washers with an electric grinder under general
anesthesia. The operation took 2 hours and 25 minutes. The postoperative course was uneventful.
Neither disturbance of blood ﬂow nor urethral stricture was found. He completely recovered without
erectile dysfunction or difﬁcult urination 7 months after the operation. Management of this rare condition is
discussed.
(Hinyokika Kiyo 62 : 661-665, 2016 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_62_12_661)










患 者 : 67歳，男性
主 訴 : 排尿困難，陰茎浮腫
既往歴 : 特記すべきことなし．
職 業 : 鉄工所経営
現病歴 : 悪戯目的で， 4 個の鋼鉄製の座金（外径
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Fig. 2. The electric grinder used to cut the washers.
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Fig. 3. Four metallic washers which were removed.
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Fig. 4. Uroﬂowmetry indicated no obstructive
disorder on post-operative day 7.
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Table 1. Penile strangulation by hard materials in Japan (1980-2015)2,3,6~21)
年 著者 年齢 絞扼物 デバイス 合併症
1984 間宮 56 レンチ 歯科用エアタービン なし
1987 加藤 42 指輪 耳鼻科用ダイヤモンドバー 尿道皮膚ろう
1987 三宅 37 金属製リング 歯科用エアタービン 皮膚びらん
1988 永田 32 金属製パイプ 消防用空気鋸 なし
1988 木村 61 金属製リング グラインダー 陰茎壊死
1988 上水流 32 ガラス瓶 ハンマー，陰茎穿刺 なし
1988 横尾 38 プラスチック容器 歯科用エアタービン 皮膚裂傷
1990 山下 54 金属製パイプ 歯科用エアタービン なし
1992 岡田 77 指輪 歯科用エアタービン 皮膚びらん
1992 岡田 50 プラスチック 整形外科用ギプスカッター なし
1993 高木 46 金属製リング ワイヤーカッター 皮膚びらん
1993 池内 55 ガラス瓶 ハンマー 皮膚びらん
1993 菅本 49 金属製リング ワイヤーカッター なし
1993 寺田 51 金属製パイプ サンドカッター なし
1993 奥村 81 金属製リング ペンチ 皮膚びらん
1994 岩佐 37 ガラスパイプ 整形外科用ワイヤーカッター 皮膚びらん，包皮瘢痕化
1995 斎藤 44 プラスチックリング ペンチ 皮膚びらん
1995 井上 45 金属製パイプ 整形外科用ワイヤーカッター なし
1998 堀永 74 金属製リング リングカッター 皮膚びらん
1999 古瀬 69 金属製リング 歯科用エアタービン 皮膚裂傷
1999 柴田 74 金属製パイプ 包皮切除 なし
2002 河野 74 金属製パイプ グラインダー 皮膚びらん
2002 貫井 54 金属製リング ペンチ なし
2002 貫井 64 金属製リング 歯科用エアタービン 皮膚びらん
2002 沖原 7I 金属製リング ロータリーカッター，整形外科用スプリットカッター なし
2002 福岡 79 プラスチックパイプ ペンチ 皮膚壊死
2002 上杉 78 金属製リング 歯科用エアタービン 皮膚びらん
2003 加藤 62 金属製リング リングカッター 皮膚びらん
2003 線崎 54 指輪 歯科用エアタービン なし
2003 松下 40 金属製リング，プラスチックリング ワイヤーカッター 皮膚びらん
2003 重村 55 金属製リング 歯科用エアタービン，整形外科用ペンチ 皮膚びらん
2009 矢崎 73 金属製パイプ 歯科用エアタービン なし
2010 熱田 71 プリフォーム製パイプ 歯科用エアタービン なし
2010 堂本 48 金属製リング 不明 皮膚壊死
2010 堂本 53 勃起補助器具 不明 皮膚壊死，尿道皮膚ろう
2010 小林 66 ペットボトル 整形外科用ギプスカッター なし
2012 松岡 48 金属製リング 歯科用エアタービン なし
2012 濱田 15 ペットボトル リングカッター 右精巣上体炎
2015 後藤 81 金属製リング ペンチ，線鋸，整形外科用サージエアトーム なし
2015 坂本 38 金属製リング 歯科用エアタービン なし
2016 自験例 64 金属製リング グラインダー 皮膚びらん
流は良好であった．術後 5病日に尿道留置カテーテル
を抜去したところ，切迫性尿失禁が出現した．術後 6
病日に，炎症反応はWBC 7,090/μL，CRP 0.66 mg/dl
まで改善し，皮膚びらんも治癒傾向であった．術後 7
病日の尿流測定では尿流パターンは釣り鐘型であり，
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